
 

 

第４23回神奈川地方最低賃金審議会 

議 事 録 

 

 

１ 日時  令和４年12月16日（金）午前10時00分から午前10時42分まで       

 

２ 場所  神奈川労働局大会議室 

 

３ 出席者 

公益代表委員    赤羽 淳、遠藤淳子、千葉景子、盛誠吾 

（欠席：石﨑由希子） 

 

労働者代表委員  佐俣光男、林克己、林典子、山川眞一 

 （欠席：佐藤信也） 

 

使用者代表委員  大竹准一、上谷公志郎、栗原敏郎、 

（欠席：清水智華子、山本弘） 

 

４ 議事 

（１） 令和４年度神奈川県特定最低賃金の改正・決定の必要性の有無

について 

（２） その他 
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【事務局：監察監督官】 

それでは定刻になりましたので始めさせていただきます。本日は、

お忙しい中を御出席いただきましてありがとうございます。  

本日の出席状況を報告させていただきます。 

現時点で 15 名の委員のうち、公益の遠藤委員は交通の事情で遅れて

来られるということですので、11 名の御出席となります。最低賃金審

議会令第５条第２項に基づく定足数を満たしておりますことを御報告

いたします。 

公益委員の石崎委員、労働者代表の佐藤委員、使用者側代表の清水

委員、山本委員からは欠席の連絡をいただいております。 

本日の審議会は、公開規定に基づき公開しておりますが、傍聴の希

望はありませんでした。 

それでは、会長よろしくお願いいたします。 

【会 長】 

それでは、ただいまから第 423 回神奈川地方最低賃金審議会を開催

させていただきます。  

本日の議事録の確認は、私と、     

労働者側  林克己委員、使用者側   上谷委員     

にお願いします。  

それでは議事に入ります。  

まず、神奈川県特定最低賃金の改正及び決定の必要性の有無につい

て、特別小委員会での結論を事務局から報告をお願いします。  

【事務局：賃金室長】  

お手元の資料をご覧ください。  

資料１にありますように、令和４年 11 月 30 日付けで特別小委員会

から報告書が提出されていますので読み上げさせていただきます。な

お、各産業別の名称は一部略称にさせていただきます。  

 

（特別小委員会報告書朗読）  
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【会 長】  

ただいまの報告書につきまして、まず、委員長の赤羽委員から何か

ございましたらお願いします。  

【赤羽委員】  

本年の特別小委員会は８月２３日に第１回が行われ、申出産業別に

原則労使それぞれ２名の参考人の方から、計４回にわたり業界の実態

など興味深いお話を伺い、労使ともに真摯な論議をしていただいたこ

とに感謝申し上げます。ありがとうございました。 

【会 長】  

どうもありがとうございました。 

「必要性ありとの結論に達し得なかった。」という内容ですが、こ

れについて、公益委員含めて質問等ございますでしょうか。 

【各委員】    〈質問なし〉  

【会 長】  

  それでは、特別小委員会の報告書と同趣旨の内容で局長に答申した

いと思いますがよろしいでしょうか。  

【各委員】    （異議なし）  

【会 長】  

それでは事務局は答申文案の用意をお願いします。  

〈答申文案配付〉  

【会 長】  

事務局で読上げをお願いします。  

【事務局：賃金室長】  

答申文案を読み上げさせていただきます。  

（答申文案朗読）  

【会 長】  

ただいまの答申文案でよろしいでしょうか。  

【各委員】    （異議なし）  

【会 長】  
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それでは、局長に答申したいと思います。事務局は準備をお願いし

ます。  

〈各委員に写を配付〉  

【事務局：監察監督官】  

  準備が整いました。よろしくお願いいたします。  

【会 長】  

  それでは、お渡しいたします。  

〈会長から局長へ答申文手交〉  

【事務局：監察監督官】  

それでは、局長から一言御挨拶申し上げます。  

【局 長】  

一言、御礼の御挨拶を申し上げます。 

去る８月２日に本年の特定最低賃金改正決定の必要性の有無につき

まして諮問させていただいたところでございます。そしてただ今、会

長から答申をいただきました。 

この間、５回の特別小委員会を開催いただき、６産業のうち申出の

取下げとなった２産業を除く４産業において、参考人の方々から各業

界の実態等についてお話をお聞きするなど、非常に丁寧に御審議いた

だいたところでございます。厚く御礼申し上げます。 

また、夏に御審議いただきました地域別最低賃金につきましては、

この１０月１日に発効したところでございます。引き続き中小企業・

小規模事業者に対する支援策と併せて周知に努めてまいります。 

さらに年明けには、最低賃金にかかる監督指導を県下１２の労働基

準監督署で一斉に実施し、その遵守徹底を図ることとしております。 

委員の皆様におかれましては、来年度も引き続き御協力を賜ります

よう御願い申し上げまして、御礼の挨拶とさせていただきます。 

誠にありがとうございました。 

【会 長】  
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私からも、特別小委員会の委員の皆様には長期間にわたる御審議に

対して、お礼を申し上げたいと思います。  

どうもありがとうございました。  

次に、その他について、事務局から何かありますか。  

【事務局：賃金室長】  

  はい。事務局から四点ほどございます。  

一点目は「神奈川地方最低賃金審議会公開要項」の改正についてで

ございます。資料番号６に神奈川地方最低賃金審議会公開要項

（案）、資料番号７に新旧対照表をお付けしております。  

今回の改正の趣旨をご説明いたします。  

神奈川労働局におきましては、公開される審議会の傍聴希望につき

まして、従来からどのような世代の方でも分かりやすく、確実なもの

として往復はがきによる申し込みという受付方式をとってきたところ

でございます。これに対する不満や要望は今のところ特にございませ

んが、スマートホン等の普及により、より簡便で確実な方法として電

子メールでの申請を受け付けるということも必要な時期に差し掛かっ

ていると思われるところです。  

しかしながら、スマートホンなどをお持ちでない方もまだまだおら

れるところでございますので、電子メールによる受付と郵便による受

付の双方にて受付けるように変更したいということでございます。  

電子メールにつきましては、添付ファイルからウイルス感染するこ

とが多くあると聞いておりますので、受付の際にはメールに直打ちし

たもののみ受け付け、添付ファイルがあるものは受け付けないとこと

とし、郵便につきましては、往復はがきではなく、通常のはがきと封

書のどちらでも受付可能とするよう「神奈川地方最低賃金審議会公開

要項」を改正したいというものでございます。  

本改正案につきまして御承認いただければと思います。  

【会 長】  

今の説明について､御質問等ありましたらお願いします。  
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本改正案のとおり改正することとしてよろしいでしょうか。  

【各委員】  異議なし  

【会 長】  

それでは改正案のとおり改正することといたしましたので､事務局に

おいて対応をよろしくお願いします。  

【事務局：賃金室長】 

ありがとうございます。 

続きまして二点目でございます。神奈川県最低賃金につきまして、

８月５日に答申いただいたところでございますが、答申にあたって当

局へ要請いただいている事項につきまして、星野労働基準部長から報

告させていただきます。 

【労働基準部長】 

皆様方には、今年度の最低賃金の御審議、本当にありがとうござい

ました。審議にあたりまして御尽力を賜りましたこと重ねて感謝申し

上げます。 

さて、本年度の答申で触れられております中央最低賃金審議会への

御要望、御意見である「異なるランク間での最低賃金額の格差の拡大

の問題」ですとか、「同一ランク内においても各地域の状況を十分に

比較衡量した目安額設定について議論を深めていただきたい」という

ことにつきましては、８月５日に神奈川労働局長名で、答申文を本省

へ提出させていただいたところでございます。  

このほかにも、いわゆる「103 万円の壁」問題。せっかく最低賃金

が上がっても扶養控除との関係で、年間の労働時間を調整せざるを得

なくなっている方もいるという問題につきましても、併せまして、機

会を捉えて本省へ伝えさせていただいているところでございます。 

また、最低賃金改正の調査審議に当たっての労使各側の御意見につ

きましては、専門部会報告書に記載させていただいておりますが、そ
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のまま全文を本省へ提出いたしましたことを御報告させていただきま

す。 

また、賃金の引上げに取組む事業所の支援策の周知及び活用の促進

につきましては、令和４年度最低賃金周知広報実施計画を策定いたし

まして、現在周知広報に努めているところでございます。 

支援策の一つであります業務改善助成金の申請につきましては、８

月から幹部も含め局全体で制度周知の取組みを強化しておりまして、

本日、お配りさせていただきました資料の５に業務改善助成金の申請

状況というのがございますが、昨年に比べて申請件数が増加しており

まして、４月から 10 月末までの累計の件数は 207 件と昨年同期に比

べて大幅に増加している状況となっております。 

業務改善助成金制度は、最低賃金引上げのみならず賃金引上げにも

資する重要な中小企業支援策でございますし、11 月に発表されました

第二次補正予算案におきましても、業務改善助成金について、要件の

緩和・拡充が行われることとなっていますので、引続き制度の周知と

活用に取り組んでいきたいと考えているところでございます。 

なお、今年度行いました周知広報の詳細につきましては、次回開催

を予定しております第 424 回審議会において報告をさせていただきま

す。 

  私からは以上でございます。 

【会 長】 

どうもありがとうございました。今の御説明について、何か質問、

御意見はございますか。 

 

【栗原委員】  

よろしいでしょうか。 
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ただいま、御説明いただいた業務改善助成金の件ですが、業務改善

を使う場合ですね、９月いっぱいに申請をする、そして、３月いっぱ

いに支払いが終わるということで伺っているんですが、今回もそのよ

うな状況でやられているんでしょうね。 

【事務局：賃金室長】 

  後でまたお話しいたしますが、今般拡充がございまして３月までの

申請となりましたが、支払いについては３月までというのは、まだ、

確認をしておりませんので、後ほど確認してお答えします。 

【栗原委員】 

  私がよく言われるのは、申請をしたい、しかしながら、品物を頼ん

でも、１年先でないと入らないとか、３月いっぱいで、半年ではとて

も欲しいものが入ってこないというお話を伺うんですが、そういうお

話はないでしょうか。 

【労働基準部長】 

  おっしゃるとおりでございまして、そういう状況もあったのです

が、今年はこの助成金に力を入れておりまして、予算はふんだんに

取っていると聞いております。 

  今年度中に申請をして、年度内に支払いというのが原則でございま

すが、そういう状況を見越して、補正分を含め十分な予算が獲得され

ていると聞いておりますので、対応に万全を期していきたいと考えて

おります。 

【栗原委員】 

  ありがとうございます。もっと早く知っていれば、そのような話が

できたんですけど、「それはダメだよ。」と言うしかなかったもので

すから。 

  分かりました、ありがとうございます。 

【会 長】 

他にございますか、よろしいですか。 

それでは事務局、続きをどうぞ。 
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【事務局：室長】 

ありがとうございます。 

三点目でございますが、本年７月に実施いたしました事業場視察

につきまして、来年度は未定ではございますが、御賛同いただけれ

ば、事業場視察を予定したいと考えております。いかがでしょう

か。 

【会 長】 

 ただ今事務局から事業場視察についてのお話がありましたが、い 

かがでしょうか。 

【各委員】 （意見なし） 

【会 長】 

 それでは、実施する方向で事務局は進めてください。 

【事務局：室長】 

ありがとうございます。それでは、実施ということで進めさせてい

ただきます。実施時期、視察先については事務局に一任させていただ

く形で御了解をいただければと考えておりますが、特に御希望の地区

や時期がございましたら遠慮なく事務局まで御連絡いただければと存

じます。 

なお、新型コロナウイルス感染につきまして、ウィズコロナという 

考え方もございますが、事業場視察の実施時期における新型コロナウ

イルス感染症の発生状況によっては、感染拡大防止の観点から中止も

あり得ることをお含みおきくださるようお願いいたします。 

続きまして四点目でございますが、業務改善助成金の新たな拡充策

のご報告があります。 

業務改善助成金につきまして、今般、要件緩和と拡充が行われ、12

月 12 日（月）から施行されました。同日から申請受付も開始してお

ります。 

お手元に追加で机上に配布させていただきました色刷りの資料を御

参照ください。 

拡充などの主な内容は、３点です。 
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一点目は事業場規模 30 人未満の事業者に対する助成上限額の引上

げで、引上げ額は、資料の下表にある赤い部分です。 

二点目は特例事業者の助成対象経費の拡充で、資料の裏面の赤枠部

分になります。汎用の事務機や机、椅子なども対象となります。 

三点目は事業場規模 100 人以下とする要件を廃止したというもので

ございます。 

申請期限は令和５年３月３１日までとなっております。 

業務改善助成金は最低賃金引上げだけでなく、賃金引上げにも寄与

する重要な中小企業支援策となりますので、引き続き、助成金制度の

周知と活用促進に努めてまいりたいと考えております。 

続きまして、次回の日程についてお伝えいたします。 

来年３月３日（金）午前１０：００から、神奈川労働局の８階の会

議室にて第４２４回神奈川地方最低賃金審議会を予定しておりま

す。近くなりましたら改めてご案内申し上げますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。事務局からは以上です。 

【会 長】 

他になにかありますか。なければ、以上をもちまして第４２３回の

神奈川地方最低賃金審議会を閉会いたします。 

 

＜ 閉 会 ＞ 

 


